
主な地震の発生状況

■ 100号発刊にあたって ■
・この週刊地震ニュースの第1号を一昨年の２０１９年１２月9日に発刊
　してから約２年が経過し、今回100号を発刊することが出来ました。
・この間、掲載内容や構成等について多くの方々からご指摘・ご指導を
　頂き有難うございます。
・1号～１００号までの６９２日間に取り上げた最大震度３以上を観測し
　た地震は３６８個でした。平均すると2日１回は震度３以上の地震が
　発生したことになります。
・国内まんべんなく発生しているとも言えそうですが、日本海側で比
　較的少ない様子も見られます（図参照）。
・ちまたには大きな地震の発生が近いとの予測（予言）情報が散見さ
　れますが、これだけ多く発生しているので、一見予測（予言）が当た
　ったようにみえても不思議でないということになります。
・この週刊地震ニュースでは、地震発生状況の他に、その期間に発生
　した地震に関することなどをトピックスとして取り上げました。
・その内訳は、地震用語１７、その期間内の地震活動４６、過去の地震活動２５、外国の地震３、その他１４回でした。
・今後、更に内容の充実を図っていきます。引き続き宜しくご指導お願いします。。
・この間に話題となった地震のいくつかについて、現在の活動状況などについて次頁に紹介します。

NPO法人 環境防災総合政策研究機構 03-3359-7971 http://www.npo-cemi.com

■ この期間、震度１以上の地震が２６回発生。最大震度は３。　■
・19日21時36分に青森県東方沖で発生した地震（M5.4、深さ38km）により、北海道及び青森県で震度３を観したほ
　か、北海道及び東北地方で震度２～１を観測。この地震は、太平洋プレート内部で発生した正断層型の地震。
　18日00時49分にもM４．６、深さ６１ｋｍの地震により北海道、青森県、岩手県で震度３を観測。
・１９日15時０３分に石川県能登地方で発生した地震（M４．０、深さ１３ｋｍ）により石川県珠洲市で震度３を観測したほか
　石川県と富山県で震度２～１を観測。この地震は地殻内で発生した逆断層型。
・21日17時37分に東海道南方沖で発生した地震（M5.６、深さ356km）により、栃木県宇都宮市で震度３を観測したほ
　か、東北地方～関東地方、伊豆諸島、小笠原諸島などの広い範囲で震度２～１を観測。この地震は太平洋プレート内部で
　発生したもので、震央より遠い地点で震度が大きくなったのは異常震域と呼ばれる現象によるもの（No.９７照）。
　http://www.npo-cemi.com/earthquake/no097 20211004.pdf
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 この期間の最大震度は３

本資料は上記期間に国内で発生した震度１以上の地震についてまとめたもの    　（出典：気象庁震度データベース/地震情報）
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週刊地震ニュース No.100 別紙   --- No.1～１００で取り上げた地震のうち４つの地震活動のその後 ---                                                                       (2021.10.25  NPO 法人 CeMI）  

202０年３月 13 日 02 時 18 分に石川県能

登地方で発生した地震（M5.5、深さ 12km）

により石川県輪島市で震度５強、石川県穴水

町で震度５弱を観測した。この地震は 2007

年３月２５日に発生した地震(Ｍ６．９能登半島

地震）最大震度６強の余震域の東端で発生し

た。その後、能登半島北東部での地震活動が

目立つようになり、３つの領域に大別される

活動が見られるようになった（図１参照）。図１

の範囲で 2021 年 10 月２４日までに震度

１以上を観測した地震回数は表のとおり。 

このうち、①で示した領域で観測された

最大震度の地震は、2007 年 3 月 25 日

に発生した能登半島地震（M６．９）で、七尾

市、輪島市、穴水町で震度６強を観測した。

輪島市で死者１名、石川県・富山県を中心に負傷者が 356 人の被害が発生した（総務省消

防庁）。②の領域で観測された最大震度の地震は２０２１年９月１６日に発生した地震（M５．

１）で、珠洲市で震度 5 弱を観測した。全体的な活動は高い状態が続いている（図２）。 

２020 年

４月から、

長野・岐阜県境付近の南北約２０ｋｍの範囲で地震活動

が頻発し（図１）、２０２１年１０月２４日までに震度１以上

を観測した地震が2８７ 回発生した(最大震度別の回数

は表のとおり)。最大規模の地震は、４月 23 日に発生

した地震（M５．５、深さ３km）であり、長野県松本市で

震度４を観測したほか、新潟県から滋賀県にかけて震度

３～１を観測した。この付近で、このような活動は少なく

とも１９６０年代から確認されており、近年では２、３年

ごとに発生している。現在も数は少なくなったが活動が

続いている（図２）。  

この活動域の北端側で本年９月１９日に

発生した地震（M５．３、深さ ごく浅い、最

大震度４）では、槍ヶ岳や穂高岳で落石が

発生した。 

最大震度 １ ２ ３ ４ 合計 

回数 206 59 18 4 287 

2021 年 2 月１３日

23 時 07 分に福島県

沖で発生した地震（M

７．３、深さ５５ｋｍ）により福

島県相馬市、新地町、国見

町、宮城県蔵王町で震度６強

を観測したほか、北海道から

中国地方にかけての広い範

囲で震度６弱～１を観測し

た。この地震は東日本大震災

の余震域内で発生した地震

である（気象庁は余震の表現

を使わないこととしている）。

ほぼ同じ所で 5 月 14 日に

M６．３の地震が発生した（図

１）。東日本大震災の“余震”

の発生状況を岩手、宮城、

福島各県の沖合い別にみる

と、いずれの沖合いも数は

少なくなっているが活発な状況が続いている（図２）。 

2021 年 10 月 7 日 22 時 41 分に千葉県

北西部で発生した地

震（M5.9、深さ 75 ㎞）により、東京都足立区及び埼玉県川口市・宮

代町で震度５強を観測したほか、東北地方から近畿地方にかけて震

度５弱～１を観測した。この地震により、埼玉県、東京都、千葉県、神

奈川県及び茨城県で負傷者４７人が発生したほか、住家や製油所で

の火災、エレベーターの閉じ込め５件などの被害が発生した。また、

交通機関の停止に伴い東京都、神奈川県、千葉県などで帰宅困難者

が発生し一時滞在施設を開設した所もあった（総務省消防庁）。  

今回の地震近傍では、2005 年７月 23 日にも M6.0、深さ７３ｋ

ｍの地震が発生し、東京都 足立区で最大震度５強を観測するなど、

M６前後の地震が時々発生している。今回の地震が発生した場所は、

陸のプレートの下に沈み込んでいるフィリピン海プレ

ートと太平洋プレートの境界で発生したと推定される

（図２の④付近）。余震の発生は少ない（図３）。この付

近で国が想定している首都直下地震は、M が 7 程度

でさ 30～40 キロなので、想定している首都直下地

震とは言えない。 

長野・岐阜県境の地震 ２０２０年４月～ 

図２：赤線１つ１つが地震を示す。 
横軸：時間、縦軸：M 

能登半島北部の地震 ２０２０年 3 月～ 

千葉県北西部の地震 ２０２１年１０月７日 

図３：赤線１つ１つが地震を示す 
横軸：時間、縦軸：M 
１０月１日～１０月２４日 

図２：関東周辺の地価断面概念 
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福島県沖の地震 ２０２１年２月１３日 

東日本大震災 M９．０ 

2021/2/13 Ｍ7.3 

2021/5/14 Ｍ6.3 

岩手県沖 

宮城県沖 

福島県沖 

図１：２０１０年以降の震央分布（M≧4.0） 
赤丸：2019 年１２月以降 
灰丸：赤丸以前 

図２：３県沖合いごとの MT 図 
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図２：赤線１つ１つが地震を示す。 
横軸：時間、縦軸：M 
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